
美容はもちろん、食品・医薬業界の技術者にも！ 皮膚の状態を評価するために『何を』『どのように』『どんな人を』計測すればいいのか、

皮膚の構造・機能の基礎から実施の際に発生しうる課題と対策までを網羅し解説します。また、皮膚研究の今後の動向についても講義します。 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

形式：オンラインセミナー（Live 配信） 補足： 【見逃し配信】はありませんので、ご注意ください。リアルタイムでのご受講をお願いします 

ジャンル：データサイエンス／人間科学 講習会コード： t d s 2 0 2 4 0 7 2 3 h 1 

●日 程 2024 年 7 月 23 日（火） 10：30 ～17：00  

●受講料 36,300 円（税込／テキスト付） ※5/23（木）までにお申込の場合、 29,040 円 （2 割引）となります 

皮膚への有効性評価の適切な方法や被験者の選び方が基礎からわかる！ 

肌計測の基本と皮膚有効性評価の実施ノウハウ  

講師 ： 筑波大学大学院 人間総合科学学術院 客員教授  矢田 幸博先生  

1984 年、花王石鹸株式会社(現：花王株式会社)に入社。皮膚生理機能に関する基礎研究に従事。この間、留学を経て、1992 年、学位習得(医学)。1995

年に当時のスキンケア研究所に転属。この間、世界で初めて細胞情報伝達関連酵素の精製、紫外線による皮膚の黒化機構の解明やアトピー性皮膚炎の脂質代謝

異常の発見およびそれらのケア剤の開発を行った。2001 年ヒューマンヘルスケア研究所にて、ストレス研究、睡眠研究、香り研究に従事、2010 年より現職。 社外での

研究活動としては、1998 年より東京女子医科大学医学部、2000 年より富山大学医学部、2007 年より佐賀大学理工学部大学院、広島国際大学看護学部の

非常勤講師、特別研究員を歴任。2011 年より久留米大学大学院の客員教授（～21 年まで）、2012 年より筑波大学大学院人間総合科学学術院グローバル

教育院ヒューマンバイオロジーの教授を兼任し、教育活動、研究活動に従事。2023 年、花王を退職、筑波大学を退官。同年 4 月より筑波大学大学院の客員教授

に就任、合わせて統合生理学研究所を設立し、代表を務める。大学間での共同研究、さらには、企業の学術指導、研究支援にも積極的に邁進中。 

直近の著書として、『不定愁訴の統合生理学と商品開発～美・健康・老化予防と有効性評価試験』を出版(2021 年 6 月)など。 

 

 

＜本講座での習得事項＞ 
 1. 皮膚の構造と機能および有効性評価の概論  2. 有効性評価の被験者選出、測定時期の課題と対策 

 3. 皮膚の計測法の課題と対策  4. 有効性評価試験の立案と実施上の課題と対策 

 5. 海外での実態調査および有効性評価の課題と対策 
 

＜講義概要＞ 
近年、美容だけでなく、食品や医薬関連メーカーにおいても皮膚への有効性評価を研究し始めた企業が多い。中でも、 

 1. 評価に適した被験者の選び方が判らない  2. 皮膚測定のための手法とその課題は何か知りたい 

 3. 皮膚有効性の為の試験の立て方と実際が不明確  4. 皮膚有効性評価を行う際の課題と対策を知りたい 

などの相談が増えている。即ち、皮膚計測技術だけでなく、被験者の選定や有効性評価のやり方など基本的な課題とその対策に悩んで

いるケースが散見される。 

そこで本講では、皮膚の構造と機能及び有効性評価について解説するとともに、有効性試験のための被験者選出、計測手法および試

験立案と実施における課題を多くの実例をあげながら紹介し、それらの課題の対策について言及したい。本講が企業担当者の研究開発

の一助となることを期待したい。 

2. 被験者設定における関連事項 

 (季節、環境、地域、性差、加齢など) 

3. 海外調査、有効性試験実施時の被験者選出の 

 留意点 

Ⅴ. 官能評価,有効性評価,実用試験の計画と実施 

1. 試験計画のたて方と試験実施上の留意点 

2. 高い信頼性と効率的な評価、試験実施方法 

3. 海外調査の計画および試験実施の際の留意点 

Ⅵ. 皮膚有効性評価の新視点(心理生理評価, 

香り, 食品の有効性評価など)とその評価法 

1. 自律神経活動評価法、概日リズムと皮膚機能 

2. ストレス・疲労と皮膚機能の関連性 

3. 本人特性、素質を理解した皮膚機能評価 

4. 化粧料への香りの利用と有効性評価 

5．食品摂取による美肌の有効性評価 

6. グローバル視点での評価法の実施 

Ⅶ. まとめと今後（質疑応答を含む） 

 

Ⅰ. はじめに 

1. 皮膚の構造と機能 

2. 皮膚機能の生理学的理解 

Ⅱ. 皮膚の構成要素と皮膚機能 

1. 皮膚色・弾性・バリア能の構成要素と機能 

2. 皮膚性状とストレスとの関連性 

3. 皮膚の代謝の構成要素と機能 

4. 皮膚免疫と抗菌ペプチドの機能 

Ⅲ. 皮膚機能の計測法と課題 

1. 皮膚の水分、バリア能の計測技術と課題 

2. 皮膚色の計測技術と課題 

3. 皮膚の粘弾性の計測と課題 

4. 皮膚の表面形状、シワの計測と課題 

5. 皮膚血流の計測と課題 

Ⅳ. 皮膚有効性評価、実用試験の現状と課題 

1. 被験者の特性把握と選出条件 

 (生活環境、心理生理特性など) 

 



＜お申込要項＞ 

下記に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込みください （※は必須です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お申込について 
① 以下のいずれかの方法でお申込みください 
 
 
 
 
 
 
 
 
② お申込受付後、受付完了のご連絡（メールまたはお電話）をいたします 
③ 請求書等をお送りいたします 

＜注意＞ 

① お申込後１週間たっても受付完了の連絡がなかった場合は、お手数ですが、弊社までご連絡ください 

② 開催日の 7 日前以内のキャンセルはお受け致しかねます。必要に応じ代理の方のご出席をお願いいたします 

 

お支払について 

＜期日＞ 

受講料は講習会開催日の翌月末日までにお支払いください 

※期日までに間に合わない場合は、対応いたしますのでご一報ください 

＜方法＞ 

①銀行振込（振込手数料は御社にてご負担願います）  

②クレジットカード（支払方法はメールでご案内します） 

 

 

 

 

FAX 

03-6261-7924 

 

主 催 

申込・問合先 

名 称 株式会社テックデザイン（ http://www.tech-d.jp/ ） 

住 所 〒102-0074 東京都千代田区九段南 3-9-14 九段南センタービル 5 階 

電 話 03-6261-7920 FAX 03-6261-7924 

E-mail entry@tech-d.jp （申込） /  info@tech-d.jp （問合） 

 

申込講座 2024/7/23 肌計測の基本と皮膚有効性評価の実施ノウハウ 

会社名※  

所在地※ 

（請求書等の送付先） 

〒 

参加者① 

氏名※ 
 TEL※  

所属※ 
 FAX  

役職  

Email※  @  

会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

参加者② 

氏名※  TEL※  

所属※ 

 FAX  

役職  

Email※  @  

会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

支払方法※ □ 銀行振込（紙請求書） □ 銀行振込（PDF 請求書） □ カード支払い  □ 未定のため後日連絡する 

支払予定日※ □［    ］月［    ］日ごろを予定している    □未定のため後日連絡する 

備考※ 

 

 

 

【お振込先】 

振込先銀行 三井住友銀行 

支店 多摩センター支店（909） 

口座番号 (普) ０９７３５２２ 

名義 株式会社テックデザイン 

 

A FAX  上記に必要事項をご記入の上、送信ください 

B E-mail 

送信先：entry@tech-d.jp 

メール本文に＜①【申込講座】 ②【会社名】 ③【所在地】 ④【氏名】 ⑤【所属】 ⑥【Email】 ⑦【TEL】 

⑧【支払方法】、⑨【支払予定日】＞をご記入の上、ご送信ください 

C Web https://tech-d.jp/ の各講座のページからお申込みください 

 

entry@tech-d.jp
https://tech-d.jp/

